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この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合
証明書）をご覧ください。

はははじじじめめめににに
このトップドレッサは、ワークマン汎用作業車
に搭載して使用する専門業務用の製品であり、
そのような業務に従事するプロのオペレータが
運転操作することを前提として製造されていま
す。この装置は、砂などの資材を一定量ずつ均
一に散布することを目的として設計製造された
機械であり、資材の水分含有量に大きく左右さ
れることなく、目詰まりやボタ落ちを起こさず
に散布を行うものです。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toro のウェブサイトwww.Toro.com で製
品・アクセサリ情報の閲覧、代理店についての
情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。いまのうちに番号を
メモしておきましょう。

図図図 111

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて

運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュアル

をお読みになり､内容をよく理解してくださ
い｡操作方法をしっかり身につけ、緊急時に
すぐに停止できるようになってください。

• 子供に運転させないでください。大人であっ
ても適切な訓練を受けていない人には運転さ
せないでください。訓練を受け、許可されて
いる人以外には運転させないでください。

• アルコールや薬物を摂取した状態で運転や
操作を行うことは避けてください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に取
り付けて使用してください。安全カバーや
安全装置が破損したり、ステッカーの字が
よめなくなったりした場合には、機械を使
用する前に修理や交換を行ってください。

注注注 Tこのトップドレッサ1800を使用するに当
たっては、ワークマンの荷台部分の前1/3に
何らかのアタッチメントを搭載するか、その
部分をカバーなどで塞ぐ必要があります。

• また、常に機械全体の安全を心掛け、ボル
ト、ナット、ネジ類が十分に締まっている
かを確認してください。トップドレッサを
接続しているピン、ピボットピン、油圧昇
降シリンダのピンが所定位置に固定されて
いることを確認してください。

• いかなる方法であれ、この機械を改造しな
いでください。

• サンダルやテニスシューズ、スニーカーや
ショーツでの作業は避けてください。また、
だぶついた衣類は機械にからみつく危険があ
りますから着用しないでください。作業に
は、必ず長ズボンと頑丈な靴を着用してくだ
さい。安全メガネ、安全靴、およびヘルメッ
トの着用をおすすめします。地域によって
はこれらの着用が義務付けられています。

運運運転転転中中中ににに
• 締め切った場所でエンジンをかけるときは、

必ず十分な換気を確保してください。エン
ジンからの排気は有毒であり、場合によっ
ては死亡事故につながります。

• 本機は､運転手以外に､所定の助手席に１名
の乗員を乗せることができます｡絶対に人を
乗せないでください；また、作業中は周囲
から人を十分に遠ざけてください。

• 運転前に、油圧ホースに傷や変形がないこ
と、また油圧接続部が確実に締まっている
ことを確認する。

• 車両のエンジンが作動中や目砂の散布作業
中は、ホッパーに手や足などを近づけない
でください。

• 運転中は必ず全員が着席してください｡

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえる
ような場合には機械を運転しないで安全な
場所に避難してください。

• 運転には十分な注意が必要です｡安全への注
意がおろそかになると、転倒など思わぬ事故
となり、けがや死亡など重大な結果を招きま
す。運転は常に慎重に。転倒や暴走事故を防
止するために以下の点にご注意ください：

– バンカーや川、減速ランプ、不案内な
場所などでは必ず減速し、安全距離を取
り、十分な注意をはらう。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を
怠らない。

– 急な斜面を走行する場合には安全に特に
注意する。斜面では通常はまっすぐに上
るか下るかする。小さな旋回をする時や
斜面で旋回を行う時には必ず減速する｡斜
面での旋回は可能な限り避ける。

– ぬれた場所、スピードが出ている時、満
載状態などでの運転には十二分の注意を
払う。満載状態では停止時間が長くなる
ことを忘れずに。斜面の上り下りに入る
前にシフトダウンしておくこと。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から
前進、あるいは前進から後退への切り替
えは、一旦完全に停止して行う。

– 急旋回など突然の操作は、その後の制
御が不安定になりやすく事故のもとであ
るから行わない。

– バックする際には必ず後方を確認し、人
がいないことを確かめる。後退時は速度
を落とす。

– 道路付近で作業するときや道路を横断
するときは周囲の交通に注意する。歩行
者や他の車両に対し、常に道を譲る心掛
けをもつ。本機は行動や高速道路を走行
するための車両ではない。 右左折など
の進路表示は常に早めに行い、他車の注
意を喚起すること。その他交通ルールを
守って運転する。

– 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がっ
た木の枝、門、歩道橋などの下を通り抜
けるときは安全を必ず確認する。
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– 安全に確信が持てない時は作業を中止
して責任者に報告し、その指示に従って
ください。

• 砂を積み込む時は、荷重が均等になるよう
に積んでください。ホッパーに砂を満載し
ている時には、車両の運転に特に注意して
ください。資材がずれないように気をつけ
て運転してください。

保保保守守守
• トップドレッサに整備調整作業を行う際に

は､作業中に誤ってエンジンが掛かることの
ないよう、必ずワークマンのエンジンを停
止し､駐車ブレーキを掛け、始動スイッチか
らキーを抜いておいてください｡

• このマニュアルに記載されている以外の保守
整備作業は行わないでください。大がかり
な修理が必要になった時や補助が必要な時
は、トロ社の正規代理店にご相談ください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分
なグリス、草や木の葉、ホコリなどが溜ま
らないようご注意ください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、
常に機械全体の安全を心掛けてください。

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検して
ください； 油圧を掛ける前に、油圧ライン
の接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホール・リークやノズルからは作
動油が高圧で噴出しているので、絶対に手
などを近づけないでください。リークの点
検には新聞紙やボール紙を使う。高圧で噴
出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重大
な損傷を引き起こす。万一、油圧オイルが
体内に入った場合には、この種の労働災害
に経験のある施設で数時間以内に外科手術
を受けないと壊疽（えそ）を起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジ
ンを停止し、リモート油圧バルブをフロー
ト位置にセットしてシステム内部の圧力を
完全に解放してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなけ
ればならない時は、手足や頭や衣服をエン
ジンやその他の可動部に近づけないように
十分ご注意ください。

• TORO製品をTORO製品として維持し、いつも最
高の性能を発揮できるよう、必ず TORO の純
正部品をご使用ください。他社の部品やア
クセサリは絶対にご使用にならないでくだ
さい。必ずTOROの商標を確かめてご購入く

ださい。他社の部品やアクセサリを使用す
ると Toro 社の製品保証が適用されなくな
る場合があります。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

105-4586105-4586105-4586

1. 巻き込まれる危険 － 可動部に近づかないこと。シールドや
ガードを外したままで運転しないこと；正しく取り付けて運
転すること。

93-908493-908493-9084

1. 吊り上げポイント 2. ロープ掛けポイント

99-001599-001599-0015

1. コンベアやブラシに巻き込まれる危険： 周囲の人を十分に遠
ざけること。

106-7750106-7750106-7750

1. コンベアやブラシに巻き込まれる危険： 周囲の人を十分に
遠ざけること；また、人を乗せないこと。

93-909293-909293-9092

1. 手にけがをする危険： 周囲の人を十分に遠ざけること。

94-123594-123594-1235

1. 積載できる最大重要は635 kg。

105-0698105-0698105-0698

CE 諸国で 105–0707 の上から貼り付けて使用する

1. 警告： オペレーターズマニュアルを読むこと。

98-311498-311498-3114

1. 巻き込まれる危険： 可動部に近づかないこと；すべてのガー
ド類を正しく取り付けて使用すること。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – 2/3 荷台またはフルサイズ荷台を取り外
す

アタッチメントブラケット 2

クレビスピン 2

リンチピン 4

キャップスクリュ, 1/2 x 1 インチ 4

平ワッシャ 8

ロックナット, 1/2 インチ 4

222

スペーサ マウント 2

トップドレッサを取り付ける

シリンダピン 2

キャップスクリュ, 1/4 x 3/4 インチ 2333
ロックナット, 1/4 インチ 2

昇降シリンダを接続する

444 安全サポート（ワークマンの付属品） 1 安全サポートの使い方

555 必要なパーツはありません。 – 油圧カップラを接続する

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 運転前によく読むこと。

パーツカタログ 1 交換部品の確認にお使いください
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1
2/32/32/3 荷荷荷台台台まままたたたはははフフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ををを
取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 ヘビーデューティヒッチを装備しているワー
クマンの場合、ヘビーデューティヒッチを取り
外す必要はありませんが、ホッパーに搭載でき
る重量は、このヒッチの重量分だけ少なくな
ります。. 手順については「運転操作」の項
を参照してください。

1. エンジンを掛ける。油圧昇降レバーで荷台
を降下させ、スロットの中でシリンダが遊
んでいる状態にする。昇降レバーから手を
離し、エンジンを停止する。

2. シリンダの外側端部からリンチピンを外す
(図 3)。

図図図 333

1. シリンダ･ロッドの端部 4. リンチ・ピン

2. 荷台取り付けプレート 5. 後ろのスロット（フルサイズ
荷台用）

3. クレビス・ピン 6. 前のスロット（2/3 荷台用）

3. シリンダロッドの端部を荷台取り付けプ
レートのスロットに固定しているクレビス
ピンを外す(図 4).

4. ピボット・ブラケットをフレームに固定
しているリンチピンとクレビスピンを外す
(図 4)。

図図図 444

1. 荷台の左後ろ角 4. クレビス・ピン

2. 車体フレーム（チャネル鋼
材）

5. リンチ・ピン

3. ピボット・プレート

5. 荷台を外す。

注注注意意意

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約147.5147.5147.5 kgkgkg ののの重重重量量量がががあああ
りりり、、、一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能。。。必必必ずずず 222
人人人まままたたたははは 333 人人人ででで行行行なななうううかかか、、、ホホホイイイススストトトををを使使使
うううこここととと。。。

6. シリンダを格納用クリップで固定する。 油
圧昇降レバーを誤って操作しないように、
ロックしておく。
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2
トトトッッップププドドドレレレッッッサササををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 アタッチメントブラケット

2 クレビスピン

4 リンチピン

4 キャップスクリュ, 1/2 x 1 インチ

8 平ワッシャ

4 ロックナット, 1/2 インチ

2 スペーサ マウント

手手手順順順

注注注 シリアル番号が 239999999 よりも小さい
ワークマン車両では、トップドレッサ1800の取
り付けを行う前に、車両にリモート油圧コント
ロール・キット（モデル 07415）を取り付ける
必要があります。

注注注 また、エンジン部に目砂がこぼれ落ちるこ
とを防止するために、エンジンカバー・キット
（液冷ガソリン仕様のワークマンではパーツ番
号 99-1214、ディーゼルエンジン仕様のワーク
マンではパーツ番号 92-5963）を取り付ける
必要があります。

1. エンジンフレーム取り付けブラケットを車
両の左右のフレームに固定しているフラン
ジヘッドキャップスクリュ（2本）とフラン
ジロックナットを取り外す（図 5）。

注注注 ヘビーデューティヒッチを装備してい
るワークマンでは、アタッチメント取り付
け用ブラケット（ステップ1と2）が既に取
り付けられています。そのままステップ 3
に進んでください。

G0113821

2

3

図図図 555

1. エンジンフレーム取り付け
ブラケット

3. アタッチメントブラケット

2. 車体フレーム

2. 各エンジンフレーム取り付けブラケットと
車両フレームにアタッチメントブラケット
を仮止めする；先ほど取り外したフランジ
ヘッドキャップスクリュ（2本）とフランジ
ロックナットを使用する（図 5）。

注注注 ヘビーデューティヒッチを装備している
ワークマンでは、次のステップ3と4でスペー
サを取り付けますが、そうでない車両につ
いてはステップ5に進んでください。

3. 各アタッチメントブラケットをヒッチフ
レームのタブに固定しているキャップスク
リュ（2本）、平ワッシャ、ロックナットを
外す（図 6）。

G011391

1

2

3

図図図 666

1. ヒッチフレームのタブ 3. アタッチメントフレーム

2. 車体フレーム

4. 各ヒッチフレームのタブに、スペーサを取り
付けて固定する；先ほど取り外したキャッ
プスクリュ（2本）、平ワッシャ、ロック
ナットを使用する（図 7）。
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G011383

1

図図図 777

1. スペーサマウント

5. 車両フレームの上にトップドレッサを載
せる：後取り付けブラケットの穴を左右の
フレームについている穴に合わせて降ろす
（図7）。

注注注 フォークリフトを使用してトップドレッ
サを持ち上げる場合には、後フラップの穴
からチャネル材へフォークを差し込んでく
ださい。

注注注 昇降アセンブリ・キット（92-4452）（オ
プション）を使用してトップドレッサを吊
り上げる場合には、以下の手順で行ってく
ださい：

• ホッパー上部に昇降ブラケットを取り
付ける。

• ホッパーの四隅にある吊り上げアイに
チェーンを取り付ける。

重重重要要要 トトトッッップププドドドレレレッッッサササををを取取取りりり外外外すすす場場場合合合ににに
ははは、、、「「「必必必ずずず」」」取取取りりり付付付けけけボボボルルルトトトとととピピピンンンををを抜抜抜
いいいてててかかかららら吊吊吊りりり上上上げげげてててくくくだだださささいいい。。。

6. クレビスピン1本とリンチピン（2本）を使
用して、後部取り付けブラケットをワーク
マンのフレームに固定する（図 8）。

図図図 888

1. 車体フレームブラケット 3. クレビス・ピン

2. 取り付けブラケット 4. リンチ・ピン

7. 各取り付けブラケット（図 9）またはスペー
サマウント（図 10）の上部を、トップド
レッサの左右にある取り付けタブに取り付
ける；1/2 x 1 インチ・キャップスクリュ
（2本）、平ワッシャ、ロックナットを使用
する。各ボルト類を締め付ける。

G011384

1

2

図図図 999

1. トップドレッサ取り付けタブ 2. アタッチメントブラケット
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G011385

1

2

図図図 101010

1. トップドレッサ取り付けタブ 2. スペーサマウント

3
昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダををを接接接続続続すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 シリンダピン

2 キャップスクリュ, 1/4 x 3/4 インチ

2 ロックナット, 1/4 インチ

手手手順順順

1. 各昇降シリンダのロッドの先端部をトップド
レッサのベースにピンで固定する（図 11）。

2. 各シリンダピンをトップドレッサのベース
に固定する；1/4 x 3/4 インチ・キャップ
スクリュ、平ワッシャ、ナットを使用する
（図 11）。

図図図 111111

1. シリンダロッド 2. シリンダピン

重重重要要要 シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけるるるととときききにににははは、、、必必必
ずずず、、、ダダダンンンプププススストトトッッップププレレレバババーーーををを解解解除除除しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。シシシリリリンンンダダダははは、、、ホホホッッッパパパーーーののの下下下にににあああるるるエエエ
ンンンジジジンンンややや油油油圧圧圧関関関係係係装装装置置置ののの整整整備備備をををすすするるる以以以外外外ののの
目目目的的的ででで使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 まままたたた、、、「「「絶絶絶対対対ににに」」」シシシリリリンンンダダダだだだけけけでででトトトッッッ
プププドドドレレレッッッサササををを保保保持持持しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。「「「必必必
ずずず」」」、、、トトトッッップププドドドレレレッッッサササをををブブブロロロッッックククなななどどどででで支支支
えええ、、、安安安全全全ををを十十十分分分ににに確確確保保保しししてててかかからららホホホッッッパパパーーーののの
下下下ににに入入入っっってててくくくだだださささいいい。。。

シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが 240000001240000001240000001 以以以上上上ののの車車車両両両ででで
ははは、、、昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダのののホホホーーースススををを車車車両両両にににつつつなななぎぎぎ
変変変えええななないいいととと、、、荷荷荷台台台やややトトトッッップププドドドレレレッッッサササをををシシシリリリ
ンンンダダダででで昇昇昇降降降さささせせせるるるここことととがががででできききままませせせんんん。。。

注注注意意意

ワワワーーークククマママンンンののの整整整備備備ををを行行行うううたたためめめにににトトトッッップププドドドレレレッッッサササ
のののホホホッッッパパパーーーををを上上上昇昇昇さささせせせるるる時時時にににははは、、、

••• 「「「必必必ずずず」」」前前前側側側取取取りりり付付付けけけボボボルルルトトトををを最最最初初初ににに外外外すすす。。。

••• 「「「必必必ずずず」」」トトトッッップププドドドレレレッッッサササををを空空空にににしししてててかかかららら持持持
ちちち上上上げげげるるる。。。

4
安安安全全全サササポポポーーートトトののの使使使いいい方方方

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 安全サポート（ワークマンの付属品）

手手手順順順

重重重要要要 サササポポポーーートトトののの取取取りりり付付付けけけ･･･取取取りりり外外外しししははは必必必ずずず荷荷荷台台台
外外外側側側かかかららら行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。
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1. 荷台を上げ、シリンダが完全に伸びたのを
確認する。

2. ROPS パネルの後ろについている保管用
ブラケットから安全サポートを取り外す
（図 12）。

図図図 121212

1. 安全サポート

3. サポートをシリンダロッドにはめ込み、安全
サポートの端部でシリンダバレルの端とシリ
ンダロッドの端を確実に支える（図 13）。

図図図 131313

1. 安全サポート 3. 荷台

2. シリンダ･バレル

4. タンクを上げての作業が終了したら、安全
サポートを取り外して元の位置（ROPS パネ
ル後ろ保管用ブラケット）に収納する。

注注注意意意

安安安全全全サササポポポーーートトトをををシシシリリリンンンダダダににに取取取りりり付付付けけけたたたまままままま
ででで荷荷荷台台台ををを下下下げげげよよようううとととしししななないいいこここととと。。。

5
クククイイイッッックククカカカッッップププラララののの接接接続続続方方方法法法

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. シリアル番号が 239999999 よりも小さい
ワークマンでは、リモート油圧バルブハンド
ル（図 14）をフロート位置にセットする；
シリアル番号が 240000001 以上のワークマ
ンでは、油圧昇降レバー（図 15）を前後に
動かしてシステム内部の圧力を開放する：
これらの操作により、クイックカップラを
容易に外すことができるようになる。

G011386

1

図図図 141414

1. 油圧バルブハンドル

G0113901

2

図図図 151515

1. 油圧昇降レバー 2. 油圧昇降ロック

2. シリアル番号が 240000001 以上のワークマ
ンでは、カップラブラケットに接続されて
いるホースから昇降シリンダのホース2本を
外す（図 16）。シリンダホースのクイック
カップラにキャップを取り付ける。

11



図図図 161616

1. クイック･カップラ「A」位置 2. クイック･カップラ「B」位置

3. トップドレッサのクイックカップラ（図 17）
が汚れていないことを確認する。カップラ
が汚れていると油圧システム全体が汚染さ
れるので十分注意する。カップラがきれい
であることを確かめたら、クイックカップ
ラをワークマンに接続する。ホースには、
A と B というマークがついているので、こ
のマーク同士を合わせて接続する。どちら
のクイックカップラも完全に嵌っているこ
とを確認する。

注注注 図 17 に示されているカップラは、シ
リアル番号が 239999999 よりも小さい車
両のものです。

図図図 171717

1. クイック･カップラ「A」位置 2. クイック･カップラ「B」位置

重重重要要要 ワワワーーークククマママンンンののの油油油圧圧圧シシシススステテテムムムははは、、、DexronDexronDexron
IIIIIIIII 自自自動動動車車車用用用トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイルルルををを
使使使用用用しししててていいいままますすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは、、、ギギギアアアやややベベベ
アアアリリリンンングググををを潤潤潤滑滑滑しししつつつつつつ油油油圧圧圧作作作動動動液液液とととしししてててももも
機機機能能能すすするるるオオオイイイルルルででですすす。。。

リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧シシシススステテテムムムのののクククイイイッッックククカカカッッップププラララ
ががが接接接続続続ささされれれるるるととと、、、トトトッッップププドドドレレレッッッサササかかかららら車車車両両両
へへへ油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが流流流れれれ込込込みみみままますすす。。。もももししし、、、トトトッッッ

プププドドドレレレッッッサササ内内内部部部にににあああるるる油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととワワワーーーククク
マママンンンののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが同同同等等等品品品でででななないいいととと、、、トトトラララ
ンンンスススアアアクククスススルルルややや油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが破破破損損損すすするるる恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

必必必ずずず両両両者者者のののオオオイイイルルルののの種種種類類類ををを確確確認認認ししし、、、適適適切切切ななな
処処処置置置をををとととっっってててくくくだだださささいいい：：：特特特ににに、、、ワワワーーークククマママンンン
以以以外外外ののの車車車両両両でででもももこここのののトトトッッップププドドドレレレッッッサササをををおおお使使使
いいいににになななるるる場場場合合合にににははは、、、オオオイイイルルルののの互互互換換換性性性ににに十十十分分分
注注注意意意ししし、、、ワワワーーークククマママンンンででで使使使用用用すすするるるととときききにににははは必必必
ずずず DexronDexronDexron IIIIIIIII ATFATFATF にににすすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

注注注意意意

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備作作作業業業ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずエエエンンンジジジ
ンンンををを停停停止止止ししし、、、リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧バババルルルブブブをををフフフロロローーー
トトト位位位置置置にににセセセッッットトトしししてててシシシススステテテムムム内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
完完完全全全ににに解解解放放放しししてててくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧系系系統統統のののララライイインンンコココネネネクククタタタははは頻頻頻繁繁繁ににに点点点検検検しししててて
くくくだだださささいいい；；； 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンン
ののの接接接続続続やややホホホーーースススののの状状状態態態ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。リリリーーークククののの点点点
検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。高高高圧圧圧ででで噴噴噴
出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに重重重大大大
ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが
体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害
ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術
ををを受受受けけけななないいいととと壊壊壊疽疽疽（（（えええそそそ）））ををを起起起こここしししままますすす。。。

重重重要要要 トトトッッップププドドドレレレッッッサササ180018001800ののの取取取りりり付付付けけけががが終終終了了了
しししたたたららら、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの油油油量量量点点点検検検ををを行行行っっってててくくく
だだださささいいい。。。トトトッッップププドドドレレレッッッサササののの動動動作作作ををを確確確認認認ししし、、、
そそそののの後後後にににもももううう一一一度度度油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを確確確認認認ししし
てててくくくだだださささいいい。。。オオオイイイルルル不不不足足足ででで運運運転転転すすするるるととと、、、ポポポ
ンンンプププやややリリリモモモーーートトト油油油圧圧圧シシシススステテテムムム、、、パパパワワワススステテテ、、、
トトトララランンンスススアアアクククスススルルルなななどどどををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら十十十
分分分注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。オオオイイイルルルののの補補補給給給ははは必必必要要要
ななな場場場合合合にににははは必必必ずずず DexronDexronDexron IIIIIIIII 自自自動動動車車車用用用トトトララランンン
スススミミミッッッシシショョョンンンオオオイイイルルルををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

4. ワークマンのエンジンを始動し、コンベア
とブラシの回転状態を確認する。リモート
油圧装置のレバーをRUN位置にセットする。
回転方向が 図 18 のようになっていれば
良い。回転方向が逆の場合には、クイック
カップラの接続を入れ替える。
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G011387

図図図 181818

重重重要要要 可可可動動動部部部、、、鋭鋭鋭利利利ななな部部部分分分、、、高高高温温温部部部なななどどどののの
近近近くくくにににホホホーーースススををを配配配置置置しししななないいいよよよううう注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。

5. オイル漏れ、接続部のゆるみ、部品の欠落、
ラインの配置などに問題がないか、油圧シ
ステムを目視で点検する。異常を発見した
ら必ず運転を行う前に修理修正する。

製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

ゲゲゲーーートトト流流流量量量コココンンントトトロロローーールルル

装置左側にある黒いノブで、ゲートの開き具
合を希望する高さに調整・固定することがで
きます。

1. ゲートのスライド調整ができる程度までロッ
キングノブ（図 19）をゆるめる。

2. ゲートノブ（図 19）を希望位置にセット
し、ロッキングノブを締め付けて調整を固
定する。

散散散布布布率率率スススケケケーーールルル

レートスケール（図 19）を使って希望する散
布量を設定します。目土散布量の項を参照し
てください。

図図図 191919

1. ゲート調整ノブ 3. 散布率スケール

2. ゲートロッキングノブ

13



仕仕仕様様様
注注注 仕様や設計は予告なく変更されることがあ
ります。

寸寸寸法法法諸諸諸元元元（（（概概概算算算値値値）））

長さ 137 cm

幅 185 cm

散布幅 152 cm

内法 175 cm

高さ 126 cm （ワークマンに搭載した場合）

出荷重量 386 kg

乾燥重量 367 kg

ホッパー容量 0.5 m3

必必必要要要なななアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト

リモート油圧コントロール・キット（シ
リアル番号が 239999999 以前の車
両）

モデル No. 07415

エンジンカバーキット（三菱液冷
ディーゼル仕様のワークマン）
まままたたたははは

パーツ No. 92-5963

エンジンカバーキット（三菱液
冷ガソリン仕様のワークマン）
まままたたたははは

パーツ No. 99-1214

エンジンカバーキット（ダ
イハツ液冷ガソリンおよび
ディーゼル仕様のワークマン）
おおおよよよびびび

パーツ No. 117–4867 （HD
シリーズのモデルには含ま
れている）

1/3 エリアカバー（ダイハツ液冷ガ
ソリンおよびディーゼル仕様のワー
クマン）

注注注 ハイエアインテーク・キット
を装備している車両には、1/3 カ
バーを取り付けることができませ
ん。ハイエアインテーク・キット
を装備している車両には、1/3 平
荷台を取り付けてください。
まままたたたははは

パーツ No. 93-9225

1/3 平荷台 モデル No. 07415

推推推奨奨奨アアアクククセセセサササリリリ

ジャッキスタンド・アセンブリ（4個）
必要部品：ヒッチピン（4本）

パーツ No. 105-9482-03
パーツ No. 100-4523

タコメータ/速度メータ・キット（三菱
液冷ガソリン仕様のワークマン）

パーツ No. 87-9950

タコメータ/速度メータ・キット（三菱
液冷ディーゼル仕様のワークマン）

パーツ No. 87-9970

タコメータ/速度メータ・キット（空冷ガ
ソリン仕様のワークマン 3000–4000）

パーツ No. 87-9960

タコメータ/速度メータ・キット（空冷
ガソリン仕様のワークマン HD）

パーツ No. 115-7786

タコメータ/速度メータ・キット（ダイ
ハツ液冷ガソリン仕様のワークマ
ン 3000–4000）

パーツ No. 105-9498

タコメータ/速度メータ・キット（ダイ
ハツ液冷ディゼル仕様のワークマ
ン 3000–4000）

パーツ No. 105-9499

タコメータ・キット（空冷ガソリン仕様
のワークマン 3000–4000）

パーツ No. 107-7977

タコメータ・キット（ダイハツ液冷ガソ
リン仕様のワークマン 3000–4000）

パーツ No. 107-7975

タコメータ・キット（ダイハツ液
冷ディーゼル仕様のワークマン
3000–4000）

パーツ No. 107-7976

ハンドスロットル・キット（シリアル番
号が 240000001 以降の車両）

モデル 07420

ハンドスロットル・キット（シリアル番
号が 239999999 以前の車両）

モデル 07416

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト///アアアクククセセセサササリリリ

Toro が認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広
げることができます。 詳細は弊社の正規サー
ビス･ディーラ、または代理店へお問い合わせ
ください；弊社のウェブ･サイト www.Toro.com
でもすべての認定アタッチメントとアクセサリ
をご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

警警警告告告

回回回転転転中中中ののの部部部品品品ににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるる危危危険険険がががあああるるる。。。動動動
作作作中中中はははブブブラララシシシやややコココンンンベベベアアアににに近近近づづづかかかななないいいこここととと。。。

安全運転は、毎日の始業点検から始まります。
トップドレッサを使用する前に必ずトロ・ワー
クマンのマニュアルをお読みになり､内容をよ
く理解してください｡

警警警告告告

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチはははオオオペペペレレレーーータタタををを守守守るるる安安安
全全全装装装置置置ででであああるるるかかかららら、、、バババイイイパパパスススさささせせせたたたりりりしししてててははは
ななならららななないいい。。。ワワワーーークククマママンンンのののイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッ
チチチががが正正正常常常ににに機機機能能能しししててていいいるるるここことととををを毎毎毎日日日点点点検検検確確確認認認
すすするるるこここととと。。。動動動作作作不不不良良良がががあああれれればばば必必必ずずず作作作業業業前前前ににに交交交
換換換すすするるるこここととと。。。安安安全全全装装装置置置ににに頼頼頼りりりきききりりりにににななならららずずず、、、
常常常識識識をををつつつかかかっっっててて身身身ををを守守守るるるこここととと！！！

1. 着席し、駐車ブレーキを掛ける。

2. PTO装備車ではPTO を解除、ハンドスロッ
トル装備車ではハンドスロットルをOFF 位
置とする｡

3. ワークマンのリモート油圧バルブハンドル
を OFF 位置にセットする。

4. シフトレバーをニュートラル位置にし、ク
ラッチレバーを踏み込む。

5. キーを差し込んで START 位置に回してエン
ジンを始動する。エンジンが始動したら、
キーから手を離す。

6. ワークマンの始動、運転、停止を十分に練
習する。トップドレッサを使用する前に必
ずトロ・ワークマンのマニュアルを読んで
内容をよく理解する｡

7. 砂を積み込む前に、ベルトがスムースに動
作することを確認しておく。

8. ポッパーに砂やその他の目土資材を積み込
む。ホッパーに積み込むことができる最大
量は、0.5 m3 である。一般に砂 45 kg は、
0,02 m3 ほどの体積があるので、635-680
kg を搭載するとほぼ満載になる。

重重重要要要 ヘヘヘビビビーーーデデデュュューーーテテティィィヒヒヒッッッチチチなななどどど、、、トトトッッップププ
ドドドレレレッッッサササ以以以外外外ににに他他他のののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトももも装装装備備備
しししててていいいるるるワワワーーークククマママンンンののの場場場合合合、、、そそそれれれらららのののアアア
タタタッッッチチチメメメンンントトトををを取取取りりり外外外さささずずずにににトトトッッップププドドドレレレッッッ
サササををを使使使用用用すすするるるここことととがががででできききままますすすががが、、、ホホホッッッパパパーーー
ににに搭搭搭載載載ででできききるるる重重重量量量ははは、、、そそそのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト
ののの重重重量量量分分分だだだけけけ少少少なななくくくなななりりりままますすす。。。

アタッチメントの総重量を測るには、
ワークマンの後輪2輪を重量計に載せて
測定する。最最最大大大後後後軸軸軸重重重量量量ははは、、、ワワワーーークククマママンンン
3000/40003000/40003000/4000 シシシリリリーーーズズズででで 117911791179 kgkgkg、、、ワワワーーークククマママ
ンンン HDHDHD シシシリリリーーーズズズでででははは、、、137213721372 kgkgkg ででであああるるる。。。

危危危険険険

貨貨貨物物物ははは前前前後後後ののの車車車軸軸軸ののの中中中間間間部部部ににに、、、出出出来来来るるるだだだけけけ
均均均等等等ににに、、、荷荷荷台台台ののの幅幅幅ををを十十十分分分使使使っっっててて積積積むむむのののががが原原原
則則則ででであああるるる。。。

トトトッッップププドドドレレレッッッサササににに砂砂砂ををを満満満載載載しししたたた状状状態態態でででフフフルルル
スススピピピーーートトトででで走走走行行行すすするるるととと砂砂砂がががずずずれれれををを起起起こここすすす危危危
険険険がががあああるるる。。。特特特ににに旋旋旋回回回中中中、、、斜斜斜面面面走走走行行行中中中ややや速速速度度度
ををを急急急ににに変変変化化化さささせせせたたた時時時、、、凹凹凹凸凸凸のののあああるるる場場場所所所ををを走走走
行行行しししててていいいるるる時時時にににははは、、、こここののの現現現象象象ががが起起起こここりりりやややすすす
くくくなななるるる。。。重重重心心心ののの急急急変変変ははは転転転倒倒倒にににつつつななながががるるる。。。
ホホホッッッパパパーーーににに満満満載載載しししたたた状状状態態態ででで移移移動動動ややや散散散布布布ををを行行行
ううう場場場合合合にににははは十十十分分分ななな注注注意意意ががが必必必要要要ででであああるるる。。。

重重重いいい物物物ををを積積積んんんでででいいいるるる時時時ははは停停停止止止距距距離離離ががが長長長くくくななな
りりり、、、安安安全全全旋旋旋回回回半半半径径径ははは大大大きききくくくなななりりりままますすすのののででで
注注注意意意ががが必必必要要要ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業のののたたためめめにににホホホッッッパパパーーーををを上上上昇昇昇さささせせせるるる際際際
にににははは、、、「「「絶絶絶対対対ににに」」」ポポポッッッパパパーーーののの中中中ににに砂砂砂ををを残残残
しししててておおおかかかななないいいこここととと。。。ホホホッッッパパパーーーををを上上上昇昇昇さささせせせ
るるる際際際にににははは、、、「「「必必必ずずず」」」ポポポッッッパパパーーーををを空空空にににしししててて
行行行うううこここととと。。。

9. 目砂散布を行う現場に移動する。

10.ゲートの位置を調整する。ゲートの設定
が決まったら、黒いノブでゲートをロッ
クする。

11.シフトレバーを「ロー」レンジにセットす
る。希望の前進速度で走行を開始する。次
項「目土散布量」を参照。

12.シリアル番号が 239999999 よりも小さい
ワークマンでは、リモート油圧レバーを手
前に引いてRUN位置にする；シリアル番号が
240000001 以上のワークマンでは、油圧昇
降レバーを前進位置にロックする：これに
より、目砂の散布が始まる。

目目目砂砂砂ののの散散散布布布率率率
目砂の散布率は、ゲートの設定と走行速度（ギ
アレンジとシフト）で決まります。また、砂の
水分含有量や粒径が異なると散布率も変わって
きます。目砂の散布量の設定に当たっては、こ
れらの要因を考慮に入れることが必要となりま
す。実際の散布量については、小さいエリアで
試運転を行って確認してください。散布量を多
くするには、ゲートを開くか、ワークマンの走
行ギアを低い方に変更するかします。
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注注注 シリアル番号が 240000001 以上のワーク
マンでは、旋回動作中は、目砂の散布量が少
なくなります。目砂散布中は急旋回をしない
でください。

すべてのグリーンにわたって均一な散布を実現
するためには、散布作業中のエンジン速度を一
定に保持する必要があります：タコメータや
ハンドスロットル（できれば両方）を使用す
ることを強くお奨めします。

警警警告告告

斜斜斜面面面でででののの転転転倒倒倒事事事故故故ははは重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににに直直直結結結すすす
るるる。。。

坂坂坂ををを登登登りりりきききれれれななないいい時時時ははは絶絶絶対対対にににＵＵＵタタターーーンンンしししよよよううう
とととしししななないいいこここととと。。。

シシシフフフトトトををを「「「後後後退退退」」」ににに切切切りりり換換換えええ、、、必必必ずずずバババッッックククででで
ゆゆゆっっっくくくりりりまままっっっすすすぐぐぐににに坂坂坂ををを下下下りりりるるるこここととと。。。

「「「絶絶絶対対対ににに」」」ブブブレレレーーーキキキだだだけけけににに頼頼頼っっってててニニニュュューーートトトラララ
ルルルギギギアアアででで坂坂坂ををを下下下りりりてててはははいいいけけけななないいい。。。

ホホホッッッパパパーーーののの壁壁壁面面面にににコココンンンパパパネネネなななどどどををを当当当てててててて壁壁壁ををを
作作作っっっててて砂砂砂ををを高高高くくく積積積むむむここことととははは「「「絶絶絶対対対ににに」」」しししななないいいこここ
ととと。。。そそそのののよよようううななな積積積みみみ方方方をををすすするるるととと重重重心心心ががが高高高くくくなななっっっ
ててて転転転倒倒倒なななどどどののの大大大事事事故故故ををを起起起こここすすす危危危険険険ががが高高高くくくなななるるる。。。

「「「絶絶絶対対対ににに」」」斜斜斜面面面ををを横横横切切切っっっててて運運運転転転しししななないいいこここととと：：：斜斜斜
面面面ににに対対対しししてててまままっっっすすすぐぐぐ登登登りりり下下下りりりすすするるるこここととと。。。斜斜斜面面面
でででののの旋旋旋回回回ははは避避避けけけるるるこここととと。。。下下下りりり坂坂坂でででクククラララッッッチチチををを
切切切っっったたたりりり、、、急急急ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけてててはははななならららななないいい。。。速速速
度度度ののの急急急ななな変変変化化化ははは転転転倒倒倒なななどどどににに結結結びびびつつつきききやややすすすいいい。。。

砂砂砂にににつつついいいてててののの注注注意意意事事事項項項
トップドレッサ 1800 には、散布作業中に砂が
塊のまま落ちたり、大きな石が引っかかった
りしないように、フレキシブルゲートエッジ
（図 20）とスプリングリリースが付いていま
す。ベルトをできるだけ長期にわたって使うこ
とができるように、使用する砂に鋭利な石など
が入らないような配慮を行ってください。

図図図 202020

1. ゲートエッジ

寒寒寒いいい時時時期期期ののの使使使用用用にににつつついいいててて
冬期に、舗装道路に融雪材を散布するなどの目
的でトップドレッサ1800を利用することができ
ますが、多少の注意が必要です。コンベアベル
トは PVC 製なので、低温状態では非常に硬く
なり駆動するのに大きな力が必要になります。
気温5℃以下で使用した場合、ベルトの寿命が
およそ 50% 短縮される可能性があります。気気気
温温温ががが氷氷氷点点点下下下7℃7℃7℃以以以下下下ののの場場場合合合にににははは、、、こここのののトトトッッップププドドド
レレレッッッサササををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. スプリングの圧縮長さを101 mmに調整する
（ベルトの張りを強くする）。 .「コンベ
アベルトの調整」を参照。

2. 資材を積み込む前に必ずベルトを試運転
し、駆動部が凍り付いていないことを確認す
る。ベルト/駆動ローラがスリップすると、
ベルトやローラが損傷する可能性がある。

重重重要要要 通通通常常常ののの温温温度度度ででで使使使用用用ををを行行行ううう時時時にににははは、、、必必必ずずず
ベベベルルルトトトののの張張張りりりををを通通通常常常値値値ににに戻戻戻しししててて（（（スススプププリリリンンン
グググ長長長さささををを112112112 mmmmmmににに戻戻戻しししててて）））くくくだだださささいいい。。。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

25運転時間ごと • 各グリス注入部のグリスアップを行う。

警警警告告告

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜くくくだだださささいいい。。。荷荷荷台台台
やややホホホッッッパパパーーーののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは必必必ずずず荷荷荷台台台やややアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを空空空にににすすするるる。。。トトトッッップププドドドレレレッッッサササををを上上上昇昇昇
さささせせせたたたららら、、、そそそののの下下下ににに入入入るるる前前前ににに、、、必必必ずずず油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダににに安安安全全全サササポポポーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔::: 25運転時間ごと

定期的に、全部で5ヶ所にNo.2汎用リチウム系
グリスを注入します。

グリスニップルの位置（図 21）と数は：ロー
ラシャフトのベアリング（4ヵ所）と、ブラシ
のシャフトのベアリング（1ヵ所）です。

重重重要要要 ベベベアアアリリリンンングググとととハハハウウウジジジンンングググののの間間間かかからららわわわずずずかかか
にににグググリリリスススががが漏漏漏れれれるるる程程程度度度ににに注注注入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。グググ
リリリスススををを入入入れれれすすすぎぎぎるるるととと過過過熱熱熱すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

注注注 駆動チェーンは、さびて動きが悪くならな
い限り、原則として潤滑しないことをお奨め
します。錆びついて動きが固くなった場合に
のみ、 ドライタイプの潤滑剤を軽く塗布して
ください。

図図図 212121

ブブブラララシシシののの調調調整整整
目砂をきれいに散布するためには、ブラシが
コンベアベルトと確実に接触し、しかもベルト
の動きを邪魔しないことが必要です。この調整
の点検は、ベルトとブラシとの間に硬い紙を置

いて行います。ブラシは左右に均一な高さでな
ければいけません。ブラシは磨耗するので、ブ
ラシの調整状態は1週間ごとに点検してくださ
い。普通に使用していても、ブラシの毛先は磨
耗して、ブラシの先端とコンベアとのすきまが
広くなってきますから、片磨耗させないよう
に、ブラシとベルトを常に平行に調整しておい
てください。

注注注 ぬれた資材を散布する場合には、ブラシがベ
ルトの平坦面を強くこすることなく、ブラシの
先端でベルトの突起部分から資材をかき取るよ
うな高さ設定を行ってください。

1. ベアリングハウジング（図 22）を機体右側
に固定しているナットをゆるめる。

図図図 222222

1. ベアリングハウジング

2. ブラシモータ（図 23）を機体左側に固定し
ているナットをゆるめる。
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図図図 232323

1. ブラシモータ

3. 右側でブラシの位置を決め、仮止めする。
ナットを仮止めする。

4. 左側でブラシの位置を決め、仮止めする。
ナットを仮止めする。

5. ブラシとコンベアベルトの間に硬い紙を入
れる。ブラシは左右に均一な高さでなけれ
ばいけない。

6. 調整に問題なければナットを本締めする。
調整に問題があれば再調整する。

駆駆駆動動動チチチェェェーーーンンンののの張張張りりり
チェーンは、たわみが 3 mm になるように調整
してください。締め付けすぎるとチェーンの磨
耗が早くなりますから注意してください。締め
付けがゆるすぎるとスプロケットの磨耗が早く
なりますから注意してください。

重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、
カカカバババーーーををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全
部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外
れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類
ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外すすすよよようううにににしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーーナナナかかかららら
ボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

1. チェーンカバー・アセンブリとスペーサを
取り外す（図 24）。

図図図 242424

1. チェーンカバー・アセンブリ 2. スペーサ（カバーの下）

2. モータ＆スプロケット・アセンブリをメイ
ンフレームに固定しているボルトをゆるめ
る（図 25）。

3. モータ＆スプロケット・アセンブリを取り
付けスロットの中で回してチェーンに適切
な張りを与える。

図図図 252525

1. 駆動チェーン 2. モータ＆スプロケット・アセ
ンブリ

4. 取り付けボルトを締め付ける。

5. カバー・アセンブリとスペーサを取りつけ
る。

コココンンンベベベアアアベベベルルルトトトののの調調調整整整
適切に調整されたコンベアベルトでは、それぞ
れの圧縮スプリングの圧縮長さが112 mmになり
ます。以下の手順で調整してください。
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1. ジャムナットをゆるめて、テンションロッ
ド（図 26）のナットで適切な張りに調整
する。

図図図 262626

1. テンションロッド 3. ジャムナット

2. 圧縮スプリング 4. ナット

2. 調整ができたらナットを締めて調整を固定
する。

3. コンベアベルトのローラシャフト（図 27）
どうしの中心線間の距離が機体の左右で同
じ（約89.5 cm）になっていることを確認
する。

図図図 272727

1. コンベアベルトのローラシャフト

コココンンンベベベアアアベベベルルルトトトののの交交交換換換
コンベアベルトが破損したり、古くなって交換
する場合は、必ずホッパーのシール（図 28）と
ゲートエッジ（図 28）を点検し、磨耗や破損が
ないことを確認してください。交換後のコンベ
アベルトが適切に作動するよう、磨耗している
部品や破損している部品は交換してください。

図図図 282828

1. ホッパーのシール 2. ゲートエッジ

重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、
カカカバババーーーををを外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全
部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外
れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそれれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類
ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外すすすよよようううにににしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーーナナナかかかららら
ボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

1. チェーンカバー・アセンブリとスペーサを
取り外す（図 29）。

図図図 292929

1. チェーンカバー 2. スペーサ（カバーの下）

2. チェーンのマスターリンクを外し、小さ
い方のスプロケットからチェーンを外す
（図 30）。
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図図図 303030

1. 駆動チェーン 3. モータ

2. マスターリンク

注注注 チェーンリンクを分解するのが難しい
場合には、モータ取り付けボルトをゆるめ
てください。

3. テンションロッドのジャムナットとナッ
トをゆるめて、スプリングの張りをなくす
（図 31）。

図図図 313131

1. テンションナット 2. ナット

4. 機体の両側でホッパーをスライダベッドに固
定しているキャップスクリュ（2本）、ワッ
シャ、ナットを外す（図 32）。

図図図 323232

1. ホッパー取り付けキャップスクリュ（図は機体右側）

5. ホッパーを後ろに傾けて、壁やはしごなどで
支える：傾けたままで支えずにおくと機体
後部に強い力がかかってブラシや油圧カッ
プラが破損するので、必ず適切なささえを
入れること（図 33）。.

重重重要要要 ホホホッッッパパパーーーははは必必必ずずず垂垂垂直直直よよよりりりももも後後後ろろろににに傾傾傾けけけ
ててて壁壁壁なななどどどにににもももたたたれれれさささせせせ、、、不不不意意意ににに落落落ちちちてててくくくるるる
ここことととがががななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい（（（図図図 333333）））。。。

G011388

図図図 333333

6. 機体の右側でスライダベッドをフレームに
固定しているキャップスクリュ（2本）、
ワッシャ、ナットをゆるめる（図 34）。ス
ライダを傾けられるように、ボルト類を十
分にゆるめる。

図図図 343434

1. スライダベッド取り付けキャップスクリュ

7. 機体の左側でスライダベッドをフレームに固
定しているキャップスクリュ（2本）、ワッ
シャ、ナットを外す（図 35）。
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図図図 353535

1. 吊り上げ棒 2. スライダベッド取り付け
キャップスクリュ

8. ベルトを取り外し手順：

• ベルトを切断してローラから外す。

または

• 各ローラとベルトの間にプラスチック
製のベルトツールを入れる。それぞれの
ツールがローラの外側にくるまでローラ
を回転させる。ツールは、ベルト中央の
リブよりも奥まで差し込むこと。

• 機体左側の穴に吊り上げ棒を入れる。

• 吊り上げ棒を持ち上げてスライダベッド
を裏返す。

• ベルトを抜き取りながらツールを外す。

9. ベルトを取り付け手順：

• 機体左側の穴に吊り上げ棒を入れ、棒
を持ち上げてスライダベッドを裏返す
（図 35）。

• ベルトをローラのできるだけ奥まで入
れる。

• 各ローラとベルトの間にプラスチック
製のベルトツールを入れる。それぞれの
ツールがローラの外側にくるまでローラ
を回転させる。ツールは、ベルト中央の
リブよりも奥まで差し込むこと。

• ベルトとツールをローラに入れ、ベル
トをローラのおおよそ中央部にセットす
る。

• ベルトとローラの間からベルトツール
を外す。

• ベルトのリブが各ローラの溝にはまるよ
うにベルトの位置を調整する。

• 分解時と逆の手順で、ホッパーとチェー
ンを組み立てる。

• ベルトを調整する。.「コンベアベルト
の調整」を参照。
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故故故障障障探探探究究究
クイックカップラの接続ができない（または
外せない）。

• 油圧が解放されていない（クイックカップ
ラに油圧がかかっている）。

• エンジンが掛かっている。

• リモート油圧バルブがフロート位置になっ
ていない。(シリアル番号が 239999999 以
前の車両のみ）

パワーステアリングが重い

• リモート油圧バルブのリンクの調整が不
良。(シリアル番号が 239999999 以前の車
両のみ）

• 油圧オイルの量が不足している

• 油圧オイルが高温になっている

油圧オイルが漏れる。

• フィッティングがゆるい

• フィッティングのO リングが無くなっている

アタッチメントが作動しない

• カップラの接続が完全でない

• カップラの接続が逆になっている

• ベルトが滑っている：張りを点検。

保保保管管管
1. トップドレッサを十分に洗浄する（特にホッ

パーの内側）。ホッパーとコンベアベルト部
分には砂が一切残っていないようにする。

2. 各ボルト類を締め付ける。

3. 各グリス注入部とベアリングのグリスアッ
プを行う。はみ出したグリスはふき取る。

4. コンベアベルトを保護するため、直射日光を
避けて保管する。屋外で保管する場合には、
シートなどでカバーを掛けるのが望ましい。

5. 駆動チェーンの張りを点検する。必要に応
じて張りを調整する。

6. コンベアベルトの張りを点検する。必要に
応じて張りを調整する。

7. 格納期間が終わって使用を開始する時には、
砂を積み込む前に、ベルトがスムースに動
作することを確認しておく。
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図図図面面面
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro® 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意
に基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の
欠陥に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時
点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以
外のすべての機器に適用されます（エアレータ製品については別途保証
があります）。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運
賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキ･バッドおよびライニング、クラッチ･ライニング、ブ
レード、リール、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タ
イヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品としてダイ
ヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、薬剤の
使用などが含まれます。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証に
より保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となりま
す。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊
社が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

注注注記記記：：： デデディィィーーープププ･･･サササイイイクククルルル･･･バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープ･サイクル･バッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

保証の対象とならない部品や作業など： エンジンのチューンナップ、潤滑、洗
浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは「製品」
の維持に必要な作業であり、これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上記記記
ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排気気気ガガガススス関関関
係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有
効期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に
たいする免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対
する有効期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容
が当てはまらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定めら
れたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証
とは別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参
照ください。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用さ
れません。くわしくは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカー
からの書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro 販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたず
ねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合はToro輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合はToro ワランティー社
へ直接お問い合わせください。
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